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研究報告

要　　旨

　本研究の目的は、学内の認知症教育における課題の抽出や、今後の教育改善への示唆を得るため、認
知症カフェへの参加経験が作業療法学生に与える影響について記述し考察を加えることである。認知症
カフェでのボランティアを経験した学生３名を対象に、デプスインタビューを実施し、Step for Coding 
and Theorization（SCAT）を用いて分析を行った。結果、認知症カフェへの参加経験は、学生が偏見や
先入観を排除し、中立的態度で当事者と向き合うことの重要性への気づきを与えるなど、認知症者に対し
て抱く偏ったイメージの修正に寄与していた。

Abstract

　The purpose of this study was to identify issues in dementia education within theuniversity and to 
obtain suggestions for future educational improvement. Therefore, describe and consider the effect of 
participation experience in the dementia cafeon occupational therapy students.
　For data analysis, Step for Coding and Theorization （SCAT） was used to describethe storyline and 
theory. As a result, the experience of participating in the dementiacafe gave students an awareness of 
the importance of eliminating prejudice andprejudice and facing the parties in a neutral manner. It also 
contributed to thecorrection of the negative image of people with dementia.
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緒　言

本研究の背景

　我が国の高齢者人口は 2020 年９月時点で過去
最多の 3617 万人となり、全人口の 28.7％を占め
ている［１］。認知症を有する者は 2012 年には
462 万人であったが、2025 年には 730 万人になる
と推計［２］されており、作業療法学生が臨床実
習で認知症者を担当する、あるいは認知症者に接
する機会がさらに増えてくることが予想される。
　看護学生を対象とした研究では、学生は、身体
的・精神的能力に注目する教育を受けているため、
高齢者や認知症高齢者に対して、身体・認知機能
が衰えた弱い存在といった否定的なイメージで捉
える傾向があるとされる［３］。特に低学年でこ
の傾向は強いとされ、その理由には、マスメディ
アの影響や近親の認知症高齢者との関わりが影響
していることがわかっている［３］［４］。また、
このような、身体的・精神的能力を低く評価する
傾向は、Patronizing communication［５］の助
長につながり、認知症者と支援者の意思疎通の質
を低下させる。
　これらのことからも、卒前教育においては、認
知症の病態や症状、治療法等に対する知識を付与
するだけでなく、まず認知症や認知症者に対する
否定的なイメージや偏見を持たないような教育の

工夫を行うことが重要といえる。
　棚﨑ら［６］［７］は、看護学生はグループホー
ムでの実習で認知症高齢者と直接的な関わりを通
して、認知症高齢者を一個人の存在として尊敬の
念をもって捉えようとした結果、認知症高齢者の
イメージが肯定的に変化したと報告しており、認
知症者と直接関わる経験は、学生の認知症や認知
症者に対するイメージの肯定的な変化をもたらす
可能性がある。また井村ら［８］は、理学・作業
療法学生に対する調査研究を通して、認知症者と
の「関わりの頻度」「関心の程度」「知識量」「イメー
ジ」が認知症に対する肯定的態度に影響すること
を報告している。
　現在、本学のカリキュラムでは、１・２年次開
講の５科目（表１）にて認知症について学修する
機会を設けているが、認知症者と直接的に関わる
機会はない。そこで 2019 年度より、認知症教育
の一環として、学生の認知症カフェでのボラン
ティアを実施している。

本研究の目的と意義

　本研究の目的は、認知症カフェへの参加を通し
て、認知症者との接触体験をした学生の変化につ
いて記述し考察を加えることである。この過程は、
本学における認知症教育の改善に向けた有益な視
点を提供すると考える。

表１．認知症に関する授業の概要
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認知症カフェとは

　認知症カフェは、オランダのアルツハイマーカ
フェから始まり、日本では 2015 年に認知症施策
推進総合戦略（新オレンジプラン）［９］によっ
て認知症カフェが広まった。認知症当事者やその
家族、知人、医療やケアの専門職、そして認知症
について関心のある人が気軽に集まり、和やかな
雰囲気のもとで交流を楽しむ場所である。オレン
ジカフェ等の名称で呼ばれることもあり、社会福
祉協議会等が主催で運営されている。今回学生が
参加した認知症カフェは、宮城県作業療法士会、
仙台市薬剤師会が運営母体となり、2015 年４月
より、月１回（13 時から 15 時の２時間）の頻度
で活動を継続している。参加者同士の語り合いや
専門職による相談や講話、介護の工夫や体験談の
共有など、認知症当事者やその家族だけでなく、
認知症に興味・関心のある地域住民も集える場を
提供している。

方　法

１）対象者

　本研究は、認知症カフェへの参加経験が、作業
療法学生へ与える影響について検討することを目
的としているため、同質サンプリングを行った。
仙台青葉学院短期大学リハビリテーション学科作
業療法学専攻の１・２年生の中で、2019 年に仙

台市で開催された認知症カフェに参加した学生８
名に対し、筆頭著者が研究の目的と概要について
概説し、参加を希望した３名を対象とした。参加
学生の認知症カフェ参加前の認知症者に対するイ
メージについて表２に示す。
　なお、本研究は、仙台青葉学院短期大学研究倫
理審査委員会での承認を得て実施した（承認番号 
0105）。筆頭著者は、対象学生に対して成績判定
者の立場を有するため、すべての対象者に対して、
ヘルシンキ宣言に則り研究内容について十分に説
明し、同意を得たうえで実施した。

２）データ収集

　インタビューは、他の対象者の考えや意見に左
右 さ れ な い 深 層 面 接 法（depth interview： 以
下 .DI）を採用した。インタビュアーは、事前に
質的研究に精通している研究分担者に指導を受け
た筆頭著者が担当した。インタビュー内容は、本
研究の目的に添って作成したインタビューガイド

（表３）を用いた。インタビューの内容は、学生
の同意を得たうえで IC レコーダーを用いて記録
した。認知症カフェ参加日と DI 実施日を表４に
示す。なお、本研究の実施および報告に際しては、
インタビューに特化した質的研究報告の統合基準
チェックリスト（Consolidated Criteria for Reporting 
Qualitative Research（COREQ）checklist）［10］
に準拠した。

表２．認知症カフェ参加前の学生の認知症者に対するイメージ
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３）分析方法

　インタビューで得られたデータは、大谷が考案
し た Steps for Coding and Theorization（ 以 下
SCAT）［11］を用いて分析した。SCAT は小規
模な質的データの分析にも適用可能な分析手法で
ある。これは、言語データをセグメント化し、〈１〉
セグメント内の注目すべき語句、〈２〉それを言
い換えるデータ外の語句、〈３〉それを説明する
ための語句、〈４〉そこから浮かび上がるテーマ・
構成概念の順に４つのステップコーディングを行
い、それをもとにストーリーラインの記述、理論
記述を行うものである。

　本研究では、研究目的に照らして、学生の認知
症カフェ参加前後の変化、そして変化が生じた理
由に焦点を当て分析を行った。

結　果

　逐語録から作成した 35 セグメント（学生Ａ：
12、学生Ｂ：14、学生Ｃ：10）について、SCAT
による分析を実施後（図１）、ストーリーライン
として以下のように記述（下線部は〈４〉で付し
たテーマ・構成概念を示す）するとともに、ストー
リーラインを断片化、および統合して理論記述を
行った（表５）。

表４．学生の認知症カフェ参加回数と DI 実施日

表３．インタビューガイド
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ストーリーライン

１）学生Ａのストーリーライン

　認知症カフェという当事者研究的な要素を帯び
た女性や高齢者の多い未知のコミュニティへの参
加は、一般的なイメージや過去の経験から刷り込
まれた認知症者に対する偏ったイメージからの脱
却の契機となっていた。認知症カフェでの当事者
と関わる経験を通して、認知症者に対する先入観
を排除し中立的態度で認知症者と向き合うことの
重要性を実感していた。また、過度な介入を行う
のではなく、認知症者が潜在能力を発揮できるよ
うに支援を行う重要性についても実感していた
が、その理由を確認すると、主体的な作業参加に
よる認知機能の改善への寄与といった、機能回復
への関心が基盤となっていた。　

２）学生Ｂのストーリーライン

　学生は、認知症カフェへの参加を通して、全人
的支援の必要性や、伝わりやすいコミュニケー
ション方法を採用する重要性を感じた。今回学生
は、参加に際して、偏見を排除した関わりを意識
していた。先入観を排除した関わりは相互に有意

義であることを実感したが、授業で築かれたイ
メージよりも能力の高い認知症者との関わりを通
して、学内授業で学んだ専門知識によって構築さ
れた認知症像との相違を実感し、当事者との関わ
りが無い中で学習できることの限界や、当事者と
直接関わることの重要性を感じた。これは、認知
症者以外にも当てはまる問題であり、学内の授業
においても、当事者と関わる機会の設定により、
問題点を中心とした学校教育がもたらす偏見から
の脱却ができると考えた。

３）学生Ｃのストーリーライン

　学生は、マスコミが流布する偏った情報等から、
認知症者に対して、何も分からなくなる病気とい
う思い込みをもっていた。しかし認知症カフェで、
当事者との接触体験による認知症者の辛く苦しい
回想談を聞いたり、認知症者が不可逆的疾患を抱
えながら前向きに生きる様子を観たりすることに
より、当事者への敬意を持った。また、不可逆的
でありながらも進行の抑制は可能であることや、
認知症を抱えながらもより良く生きることができ
る可能性の実感を通して、認知症カフェ参加以前
に抱いていた思い込みからの脱却をはたすととも

表５．ストーリーラインを断片化した理論記述
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に、当事者の生の声が持つ説得力を実感し、以前
の自分が抱いていたような認知症に対する偏見を
なくしていくために、直接当事者と接することの
重要性を感じた。また学生は、認知症カフェに参
加する非認知症者から認知症者に向けられた興
味・関心の強さから、非認知症者が、自分が当事
者になることへの不安や恐怖を抱いている印象を
持った。　

考　察

　認知症者との接触経験を有する認知症カフェへ
の参加を経験した学生の変化について、DI で言
語データを収集し、SCAT を用いて分析を行った。
　以下に、ストーリーラインと理論記述を踏まえ、
本研究の目的に添って考察するとともに、卒業前
教育の改善に向けた示唆を示す。

１．認知症カフェへの参加を通して、認知症者と

の接触体験をした学生の変化

　認知症カフェへの参加は、学生が、認知症者に
対して抱いていた「認知症になったら何もわから
なくなる」という思い込みから脱却する契機と
なっていた。授業では、認知症の疫学的な知識に
はじまり、中核症状、周辺症状（behavioral and 
psychological symptoms of dementia：以下．BPSD）
に代表される、認知症に特異的な症状については
十分な教示を行っている一方で、周囲の関わり方
次第でその人らしい生活を継続できる可能性があ
ることや、実際、多くの認知症者は地域で何らか
の支援を受けながらその人らしい生活を継続して
いることについての教示は十分でなかった可能性
がある。
　学生は、認知症カフェにて、授業で築かれたイ
メージよりも能力の高い認知症者との関わりを通
して、専門知識によって構築された認知症像との
相違を実感し、直接当事者と接することの重要性
を認識する機会を得ている。これらは緒言で示し
た中村［４］や棚﨑ら［６］［７］の先行研究と
重なるものである。認知症カフェへの参加経験は、
学生が偏見や先入観を排除し、中立的態度で当事

者と向き会うことの重要性への気づきを与えたと
考える。
　中村［４］の先行研究では、認知症高齢者の否
定的イメージは、低学年においては、マスメディ
アによる一方向からの情報が影響していると指摘
している。また、高学年については、西村ら［12］
が、臨床実習で接する認知症高齢者の BPSD 出
現時に影響を受けることを報告している。田中ら

［13］は情緒的な結びつきは学生が認知症高齢者
と接することでもたらされるわけではなく、接す
ることの質に大きく左右されるとしている［14］。
ここでいう質とは、学生自身が認知症高齢者を「受
容できていない」ことに気づき、自身の状態を認
識したうえで認知症高齢者に関わり、（学生が）
少しでも納得できることを見出す経験をすること
で、心理的に隔たりがなくなり、情緒的理解が好
意的に変化するというものを指している。
　今回、学生は認知症カフェのボランティアとし
て参加しており、責任を負う立場ではない、「ゆ
るい関わり」であったことが、肯定的な変化につ
ながった可能性がある。よって、低学年において
は、事例担当等の深い関わりよりも、認知症カフェ
のような関わり方が、学生の認知症者に対する負
のイメージを払拭するために効果的である可能性
が考えられる。
　作業療法士が認知症高齢者を支援するとき、認
知症者の個性やその人らしさを尊重し、認知症だ
けでなく、認知症者を取り巻く環境なども考慮し
たうえで評価・支援を進めていく。そして認知症
者の残存能力（できること）に着目し、残存能力
を最大限に引き出し、住み慣れた地域での生活を
目指す［15］。学生は、認知症カフェでの経験を
通して、認知症症状は不可逆的であるものの、進
行の抑制はある程度可能であることや、認知症を
抱えながらもよりよく生きることができる可能性
を感じていた。また、認知症者に過度な介入を行
うのではなく、潜在能力を発揮できるように支援
を行う重要性を実感していた。加えて、学生は認
知症当事者との直接的な関わりから、当事者の人
生を物語的に捉え、認知症者に対する偏ったイ
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メージからの脱却をはたし、一個人として尊敬の
念をもって捉えようとした結果、認知症者として
ではなく、一個人として肯定的に捉える経験をし
た。これらの経験は、認知症の枠を越え、作業療
法の対象者を機能的側面だけで捉えられないこと
を、学生自身が身をもって知る機会になったと考
える。しかし、上記のような実感を得ながらも、
学生Ａのストーリーラインで、「主体的な作業へ
の参加を通して、認知機能の改善を図る」と答え
るなど、認知症者に対する支援は認知機能自体の
改善であるという認識も同居していることが分
かった。これは、一般市民のリハビリテーション
に対するイメージ［16］とも重なるものであり，
学生は，リハビリ＝機能回復というイメージが根
強いことが予想できる。

２．認知症教育の改善に向けた示唆

　本研究の結果は、教育内容の改善の観点からも
示唆を与えるものであると考える。既カリキュラ
ムにおける認知症に関する教示内容は、井村［８］
らが先行研究で示した、認知症者に対する肯定的
態度に関連するとされる、「関わりの頻度」「関心
の程度」「知識量」「イメージ」の中の、「知識量」
の部分に偏っていた可能性がある。今回の認知症
カフェへの参加体験は、「関わりの頻度」に該当し、
それが、「関心の程度」や「イメージ」にも肯定
的な影響を与えた可能性がある。したがって、こ
れまで行ってきた「知識量」に該当する授業内容
は担保しつつ、認知症者の生活歴や主観的側面な
ど、人となりに関する情報を十分に提供した上で
生活上の課題解決に向けた議論を行う時間を設け
たり、「作業療法概論」等で、作業への関わりを
通して健康と幸福を支援する視点を学んだタイミ
ングで認知症者と関わる機会を設けるなど、シラ
バス内容や科目同士のつながりを工夫すること
は、学生の認知症者に対する肯定的態度の涵養に
寄与する可能性がある。

本研究の限界と今後の課題

　本研究の限界として、対象者の主観的体験を構

造化した質的研究であり、仮説を生成したに留ま
る点がある。また、対象である３名の学生は、イ
ンタビュアーである筆頭著者から認知症に関する
授業を受けた学生であった。事前に回答内容に
よって不利益を被ることはない旨を十分に説明し
ているものの、回答に影響を与えたことは否定で
きない。また、学生は、同時期に複数の授業も履
修しているため、他の科目によって得た知識や認
知症者に対する印象が回答に影響を与えたことも
否定できない。今後は、本研究結果を踏まえたシ
ラバスおよびカリキュラムツリーの見直しを行う
とともに、学生の認知症や認知症者に対するイ
メージがどのように変化していくのかについて、
縦断的に調査を継続することも必要である。

結　論

　認知症カフェへの参加が学生に与える影響につ
いて検証した。認知症カフェへの参加による認知
症当事者との関わりは、認知症者に対する認知症
になったら何もわからなくなるという偏ったイ
メージの修正に寄与していた。この変化は、学内
教育における課題の抽出や、今後の教育改善の示
唆へとつながった。
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